
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を光電変換して画像データを出力する撮像手段と、
　前記撮像手段から出力される画像データを間引いて画面全体に対応する第１の画像を生
成する第１の画像生成手段と、
　前記撮像手段から出力される画像データを間引かずに画面全体の内の一部分に対応する
第２の画像を生成する第２の画像生成手段と、
　

　

　 輝度補正手段と
を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　被写体像を光電変換して画像データを出力する撮像手段と、
　前記撮像手段から出力される画像データを間引いて画面全体に対応する第１の画像を生
成する第１の画像生成手段と、
　前記撮像手段から出力される画像データを間引かずに画面全体の内の一部分に対応する
第２の画像を生成する第２の画像生成手段と、
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前記第１及び第２の画像の自動露出制御用データを得る自動露出制御用データ作成手段
と、

前記第２の画像の自動露出制御用データに基づいて露光補正量を算出し、該露光補正量
と前記第１の画像の自動露出制御用データに基づいて輝度補正値を算出する演算手段と、

前記輝度補正値を用いて前記第１の画像を輝度補正する

前記第１及び第２の画像の自動露出制御用データを得る自動露出制御用データ作成手段



　

　 輝度補正手段と
を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　前記第１の画像と前記第２の画像を表示するよう制御する表示制御手段を有することを
特徴とする請求項１ に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は前記第１の画像と前記第２の画像を合成して表示するよう制御する
ことを特徴とする請求項 に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記表示制御手段の制御に基づいて画像を表示する画像表示手段を有し、画像表示手段
は、前記撮像手段の画素数よりも少ない画素数で画像の表示を行なうことを特徴とする請
求項 に記載の撮像装置。
【請求項６】
　焦点調整部材を動作させることによって焦点合わせを行う焦点調節手段と、前記焦点調
節手段による焦点調整終了後に前記第１の画像と前記第２の画像を表示するよう制御する
表示制御手段とを有することを特徴とする請求項１ に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記焦点調節手段は自動で焦点調整を行なう第１の動作モードと手動で焦点調整を行な
う第２の動作モードにて動作可能であって、前記焦点調節手段の動作モードを切り換える
切り換え手段と有し、前記表示制御手段は、前記切り換え手段によって前記第２の動作モ
ードに切り換えられている場合に前記第１の画像と前記第２の画像を表示するよう制御す
ることを特徴とする請求項 に記載の撮像装置。
【請求項８】
　被写体像を光電変換して画像データを出力する撮像手段を有する撮像装置の制御方法で
あって、
　前記撮像手段から出力される画像データを間引いて画面全体に対応する第１の画像を生
成する第１の画像生成ステップと、
　前記撮像手段から出力される画像データを間引かずに画面全体の内の一部分に対応する
第２の画像を生成する第２の画像生成ステップと、
　

　

　 輝度補正ステップと
を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項９】
　被写体像を光電変換して画像データを出力する撮像手段を有する撮像装置の制御方法で
あって、
　前記撮像手段から出力される画像データを間引いて画面全体に対応する第１の画像を生
成する第１の画像生成ステップと、
　前記撮像手段から出力される画像データを間引かずに画面全体の内の一部分に対応する
第２の画像を生成する第２の画像生成ステップと、
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と、
前記第１の画像の自動露出制御用データに基づいて露光補正量を算出し、該露光補正量

と前記第２の画像の自動露出制御用データに基づいて輝度補正値を算出する演算手段と、
前記輝度補正値を用いて前記第２の画像を輝度補正する

または２

３

３

または２

６

前記第１及び第２の画像の自動露出制御用データを得る自動露出制御用データ作成ステ
ップと、

前記第２の画像の自動露出制御用データに基づいて露光補正量を算出し、該露光補正量
と前記第１の画像の自動露出制御用データに基づいて輝度補正値を算出する演算ステップ
と、

前記輝度補正値を用いて前記第１の画像を輝度補正する

前記第１及び第２の画像の自動露出制御用データを得る自動露出制御用データ作成ステ
ップと、

前記第１の画像の自動露出制御用データに基づいて露光補正量を算出し、該露光補正量
と前記第２の画像の自動露出制御用データに基づいて輝度補正値を算出する演算ステップ



　 輝度補正ステップとを有するこ
とを特徴とする撮像装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、電子カメラ等の撮像装置及びそれに適用される撮像方法及びプログラ
ム及び記憶媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、デジタルカメラ等の電子カメラに使用される固体撮像素子の画素数は、少ないもの
で１５０万画素から多いもので３００万画素程度まであり、画素数が多くなる傾向にある
。一方、電子カメラに設けられた液晶モニタの画素数は、６万画素からせいぜい１０万画
素位のものが多い。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従って、画素数の少ない液晶モニタをファインダとして使用する場合には、記録やプリン
ト出力に必要な精度のピント状態を確認することができず、このため電子カメラで撮像し
た画像をパソコンの画面に表示し、あるいはプリンタで印画して初めてピンボケが分かる
場合がある。
【０００４】
このため、例えば、特開平１１－３４１３３１号公報に開示されているように、撮像画像
から２種類の画像を生成し、両画像を表示画面に同時に表示し、全画面を表示しながら実
際に撮像される画像の焦点状態を精度よく確認することができるようにした撮像装置が提
案されている。
【０００５】
しかしながら従来のこのようなカメラ装置において、表示中の露出制御は、撮影画像の全
体の平均をとるいわゆる平均測光で行われ、この場合焦点状態を表示する画像は必ずしも
適正輝度とはならない。
【０００６】
たとえば、焦点状態を表示する画像が適正輝度をオーバーしていると、焦点状態を精度よ
く確認することが出来なかった。
【０００７】
また、両画像を表示画面に同時に表示した場合、被写体によっては、全画面表示部が明る
く、焦点状態を表示する画像に集中しにくいといった問題があった。
【０００８】
従って、本発明は上述した課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、簡単な構成で
素早く確実に合焦状態を確認できるようにすることである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係わる撮像装置は、被写体像
を光電変換して画像データを出力する撮像手段と、前記撮像手段から出力される画像デー
タを間引いて画面全体に対応する第１の画像を生成する第１の画像生成手段と、前記撮像
手段から出力される画像データを間引かずに画面全体の内の一部分に対応する第２の画像
を生成する第２の画像生成手段と、

輝度補正手段とを有することを特徴とする。
【００１０】

10

20

30

40

50

(3) JP 3937924 B2 2007.6.27

と、
前記輝度補正値を用いて前記第２の画像を輝度補正する

前記第１及び第２の画像の自動露出制御用データを得
る自動露出制御用データ作成手段と、前記第２の画像の自動露出制御用データに基づいて
露光補正量を算出し、該露光補正量と前記第１の画像の自動露出制御用データに基づいて
輝度補正値を算出する演算手段と、前記輝度補正値を用いて前記第１の画像を輝度補正す
る



　また、本発明に係わる撮像装置は、被写体像を光電変換して画像データを出力する撮像
手段と、前記撮像手段から出力される画像データを間引いて画面全体に対応する第１の画
像を生成する第１の画像生成手段と、前記撮像手段から出力される画像データを間引かず
に画面全体の内の一部分に対応する第２の画像を生成する第２の画像生成手段と、

輝度補正手段とを有することを特徴とす
る。
【００１２】
　また、本発明に係わる撮像装置の制御方法は、被写体像を光電変換して画像データを出
力する撮像手段を有する撮像装置の制御方法であって、前記撮像手段から出力される画像
データを間引いて画面全体に対応する第１の画像を生成する第１の画像生成ステップと、
前記撮像手段から出力される画像データを間引かずに画面全体の内の一部分に対応する第
２の画像を生成する第２の画像生成ステップと、

輝度補正ステップとを有することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係わる撮像装置の制御方法は、被写体像を光電変換して画像データを出
力する撮像手段を有する撮像装置の制御方法であって、前記撮像手段から出力される画像
データを間引いて画面全体に対応する第１の画像を生成する第１の画像生成ステップと、
前記撮像手段から出力される画像データを間引かずに画面全体の内の一部分に対応する第
２の画像を生成する第２の画像生成ステップと、

輝度補正ステップとを有することを特徴とする。
【００４５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の各実施の形態について図面を参照して説明する。
【００４６】
（第１の実施の形態）
まず、本発明の第１の実施の形態について図１乃至図５を参照して説明する。
【００４７】
図１は、本実施の形態に係る撮像装置のシステム構成を示すブロック図である。同図にお
いて、１００はＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ　Ｕｎｉｔ：中央処理装置
）で、本システム全体をコントロールするものである。１０１はＣＰＵ１００のためのイ
ンターフェース回路（Ｉ／Ｆ）、１０２はメモリカード等の記憶媒体、１０３は記憶媒体
１０２のためのインターフェース回路（Ｉ／Ｆ）である。１０４はＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍ
ｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ：随時書き込み読み出しメモリ）で、
画像データやプログラム等を記憶するためのメモリである。１０５はシステムコントロー
ラで、本システムのシーケンシャルな制御やバスアービトレーション等のコントロールを
司るものである。１０６は撮像レンズ、１０７はフォーカス駆動部である。１２３は絞り
、１２４は絞り駆動部である。
【００４８】
１０８は撮像素子で、１チップ構成のＣＣＤ（電荷結合素子）からなる。１０９はＡ／Ｄ
変換器で、アナログ信号をデジタル信号に変換するものである。１１０は信号処理回路、
１１１は縮小回路（変倍回路）で、間引き処理、線形補間処理等によって、水平、垂直方
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前記第
１及び第２の画像の自動露出制御用データを得る自動露出制御用データ作成手段と、前記
第１の画像の自動露出制御用データに基づいて露光補正量を算出し、該露光補正量と前記
第２の画像の自動露出制御用データに基づいて輝度補正値を算出する演算手段と、前記輝
度補正値を用いて前記第２の画像を輝度補正する

前記第１及び第２の画像の自動露出制御
用データを得る自動露出制御用データ作成ステップと、前記第２の画像の自動露出制御用
データに基づいて露光補正量を算出し、該露光補正量と前記第１の画像の自動露出制御用
データに基づいて輝度補正値を算出する演算ステップと、前記輝度補正値を用いて前記第
１の画像を輝度補正する

前記第１及び第２の画像の自動露出制御
用データを得る自動露出制御用データ作成ステップと、前記第１の画像の自動露出制御用
データに基づいて露光補正量を算出し、該露光補正量と前記第２の画像の自動露出制御用
データに基づいて輝度補正値を算出する演算ステップと、前記輝度補正値を用いて前記第
２の画像を輝度補正する



向に画素データの縮小処理を施すものである。１１２はラスタブロック変換回路で、縮小
回路１１１によって変倍されたラスタスキャン画像データをブロックスキャン画像データ
に変換するものである。１１３はラスタブロック変換用のバッファメモリで、ラスタデー
タをブロックスキャンデータに変換することができる。１１４は圧縮回路で、ＪＰＥＧデ
ータをブロック単位で圧縮するものである。
【００４９】
１１５はメモリ制御回路で、メモリ制御回路１１５は、切出し回路１１７、変倍回路１１
１、圧縮回路１１４、再生回路１２０、ＤＲＡＭ１０４を制御する。
【００５０】
またメモリ制御回路１１５は、縮小回路１１１のラスタデータ出力をＤＲＡＭ１０４に転
送する。
【００５１】
またメモリ制御回路１１５は、圧縮回路１１４の出力をＤＲＡＭ１０４に転送する。
【００５２】
１１７は切り出し回路で、画像データ内の任意の領域を切り出すものである。
【００５３】
またメモリ制御回路１１５は、切り出し回路１１７の出力をＤＲＡＭ１０４に二次元的に
転送する。
【００５４】
またメモリ制御回路１１５は、ＤＲＡＭ１０４上の２画像データを合成し、後述する再生
回路１２０に二次元的に転送する。
【００５５】
１２０は再生回路で、画像データに対して変調、同期信号の付加、ＤＡコンバート等を行
なって、ビデオ信号を生成するものである。１２１は表示部である液晶モニタであり、出
力表示可能な画素数は撮像素子の画素数より少ない。１２２はスイッチＳ REC、スイッチ
Ｓ MF、スイッチＳ F1、スイッチＳ F2、スイッチＳ F2、スイッチＳ F4、スイッチＳ M等の各
種スイッチである。
【００５６】
次に、ＣＰＵ１００に接続されている各種スイッチ１２２について説明する。
【００５７】
スイッチＳ RECは、撮影画像の記録を指示するスイッチであり、このスイッチＳ RECをオン
すると撮影画像が記録媒体に記録される。また、スイッチＳ MFは、マニュアルフォーカス
を可能にするスイッチであり、このスイッチＳ MFをオンするとマニュアルフォーカスモー
ドとなり、スイッチＳ F1及びスイッチＳ F2を受付可能となる。スイッチＳ Mは、マクロ撮
影に切り換えるスイッチであり、このスイッチＳ Mをオンするとマクロ撮影モードとなり
、スイッチＳ F3及びスイッチＳ F4を受付可能となる。
【００５８】
図２は、撮影画像と表示画像との関係を説明するための図である。同図（ａ）、（ｂ）、
（ｃ）は、撮影画像の一例を示し、（ａ）は撮像素子１０８から読み出された状態の撮影
画像を示し、（ｂ）は撮像素子１０８から読み出された画像の画素データを間引き、所定
の倍率で縮小した状態の全体縮小画像と、（ａ）の撮影画像の矩形領域を、当該領域の画
素データを間引かずに切り出した状態の切り出し画像とを示し、（ｃ）は（ｂ）の全体縮
小画像と切り出し画像とを合成して表示手段であるモニタ１２１上に表示された状態の画
角合せ用画像と焦点合わせ用画像とを示している。
【００５９】
次に、本実施の形態に係る撮像装置の表示動作について説明する。
【００６０】
撮像レンズ１０６は、フォーカス駆動部１０７によって、その光軸上に沿って移動可能と
され、そして、その光軸上に配置された絞り１２３は、絞り駆動部１２４によって駆動さ
れる。そして、撮像レンズ１０６の光軸上には、撮像素子１０８が配設され、撮像レンズ
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１０６を通過した被写体像が、撮像素子１０８の撮像面に結像するようになっている。こ
こで、撮像素子１０６は、モニタ１２１の画素数よりも多いものが使用されている。
【００６１】
撮像素子１０６の撮像面に結像した被写体像（図２（ａ）参照）は、この撮像素子１０６
により光電変換されてＣＣＤ信号として順次読み出され、次段のＡ／Ｄ変換器１０９でア
ナログ信号からデジタル信号に変換される。デジタル化された画像信号は信号処理回路１
１０へ入力される。この信号処理回路１１０は、ホワイトバランス調整回路、ガンマ補正
回路、ＹＣ処理回路、露出／フォーカス（ＡＥ／ＡＦ）回路を含み、これらの回路によっ
て処理した画像データを縮小回路１１１及び切り出し回路１１７に出力すると共に、内部
に設けられた輝度信号成分の抽出回路によって抽出した輝度信号成分からＡＥデータ作成
手段によって露出情報であるＡＥデータを得、この得られたＡＥデータをＣＰＵ１００に
供給する。また、前記抽出した輝度信号成分をハイパスフィルタと積分器とで構成される
ＡＦデータ作成手段に供給し、ハイパスフィルタを用いて高域成分のみを抽出し、更に、
その抽出した高域成分を積分器を用いて積分して、フォーカス情報であるＡＦデータを得
、この得られたＡＦデータをＣＰＵ１００に供給する。
【００６２】
縮小回路１１１は、モニタ１２１の表示サイズに合わせて撮像画像の画素データに間引き
処理、線形補間処理等を施し、画像データを水平、垂直方向に縮小し、全体縮小画像デー
タをメモリ制御回路１１５に出力する。このメモリ制御回路１１５は、縮小回路１１１か
ら入力される表示サイズの画像データを図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上のポインタＰ
ａに順に書き込むことによって、全体縮小画像データ用のメモリ領域に全体縮小画像デー
タを転送する。
【００６３】
図３は、メモリ制御回路１１５の動作概念図である。メモリ制御回路１１５は、ＤＲＡＭ
１０４を二次元の平面とみなしたときに、ＤＲＡＭ１０４上の矩形領域にデータ転送を行
なう。
【００６４】
図３において、Ｐ１，Ｐ２，Ｐ３，Ｐ４，Ｐ５，Ｐ６はアドレスを、Ｎはデータを転送す
る矩形領域のライン数を、Ｍは１ラインのピクセル数（ワード数）をそれぞれ表わしてい
る。また、点線で表わされている距離Ｊの値は全て同じであり、Ｐ３－Ｐ２等と等しい。
従って、矩形領域の転送は、図の左端のポインタから始まるＭワードの転送をＮ回繰り返
すことによって実現することができる。
【００６５】
図４は、二次元データ転送の動作の流れを示すフローチャートである。同図において、Ｐ
１，Ｍ，Ｎ，Ｊは図３におけるＰ１，Ｍ，Ｎ，Ｊと対応しており、メモリ制御回路１１５
の設定レジスタにセットされる。
【００６６】
図４において、まず、ステップＳ４０１でカウンタ値ｈ，ｃがリセットされる。次に、ス
テップＳ４０２でカウンタ値ｈ，ｃからアドレスａが求められる（ａ＝Ｐ１＋ｈ＋（Ｍ＋
Ｊ）ｃ）。次に、ステップＳ４０３でステップＳ４０２において求められたアドレスａに
対してデータがライト（書き込み）される。次に、ステップＳ４０４でカウンタ値ｈが１
つインクリメント（ｈ＝ｈ＋１）され、次のステップＳ４０５でカウンタ値ｈが１ライン
のピクセル数（ワード数）Ｍと等しい（ｈ＝Ｍ）か否かが判断される。そして、カウンタ
値ｈが１ラインのピクセル数（ワード数）Ｍと等しいと判断された場合、即ち、１ライン
の処理が終了した場合は、次のステップＳ４０６へ進んで、カウンタ値ｈがリセット（ｈ
＝０）され、カウンタ値ｃが１つインクリメント（ｃ＝ｃ＋１）される。そして、次のス
テップＳ４０７でライン数の比較が行なわれ、カウンタ値ｃがデータを転送する矩形領域
のライン数Ｎと等しい（ｃ＝Ｎ）か否かが判断される。そして、カウンタ値ｃがデータを
転送する矩形領域のライン数Ｎと等しいと判断された場合、即ち、全ラインが転送されて
いた場合は、本処理動作を終了する。
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【００６７】
一方、ステップＳ４０５においてカウンタ値ｈが１ラインのピクセル数（ワード数）Ｍと
等しくないと判断された場合及びステップＳ４０７においてカウンタ値ｃがデータを転送
する矩形領域のライン数Ｎと等しくないと判断された場合は、いずれもステップＳ４０２
へ戻って、次のラインの転送を行なう。
【００６８】
以上のような処理によって二次元データ転送が実現できる。
【００６９】
ＣＰＵ１００は、所定の部分画像を切り出す領域の輝度情報を信号処理回路１１０から読
出し、所定の部分画像が適正輝度となる様に撮像素子１０８の蓄積時間（電子シャッター
）及び絞り１２３の開き量を制御し所定の部分画像を適正輝度にする。
【００７０】
切り出し回路１１７は、信号処理回路１１０から、１コマ全体の画像信号から画素データ
を間引かずに（画素数を減らさずに）所定の部分画像を切り出し、その切り出した部分画
像を示す画像信号をメモリ制御回路１１５に出力する。メモリ制御回路１１５は、切り出
し回路１１７から入力される部分画像の画像データを図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上
のポインタＰｂに順に書き込むことによって、切り出した部分画像用のメモリ領域に切り
出した部分画像データを転送する。
【００７１】
メモリ制御回路１１５は、ＤＲＡＭ１０４上の全体縮小画像データと切り出した部分画像
データとを表示位置に合わせて読み出し、全体縮小画像データと切り出した部分画像とを
合成し、再生回路１２０に合成画像データとして出力する。
【００７２】
図５は、メモリ制御回路１１５の再生回路１２０へのデータ転送動作概念図である。同図
（ａ）において、Ｐａ，Ｐｂ，Ｐｃは、ＤＲＡＭ１０４上のポインタである。また、同図
（ｂ）において、Ｐ１，Ｐ２はポインタであり、このポインタＰ１，Ｐ２で示された数値
外にある場合には、同図（ａ）中の全体縮小画像のアドレスを発生し、ポインタＰ１，Ｐ
２で示された数値内にある場合には、同図（ａ）中の切り出し画像に切り換えてアドレス
を発生し、合成画像データを出力する。
【００７３】
再生回路１２０は、メモリ制御回路１１５から入力される合成画像データにクロマエンコ
ード処理や帯域補正やコンポジット化等の信号処理を施して、ＴＶ（テレビジョン）用ア
ナログ信号に変換し、モニタ１２１にビデオ信号を出力する。
【００７４】
以上のように本実施の形態に係る撮像方法及び装置によれば、画素数の多い撮像素子１０
８で撮像される画像の合焦状態を画素数の少ないモニタ１２１で適正輝度で適切に確認す
ることができ、また、タイミング差のない全画面と焦点合わせ用の画面とを確認しながら
マニュアルで焦点合わせを精度よく行なうことができる。
【００７５】
（第２の実施の形態）
以下、第２の実施の形態について図１及び図７を参照して説明する。
【００７６】
尚、本実施の形態に係る撮像装置の基本的なシステム構成は、上述した第１の実施の形態
の図１と同一であり、また、ＭＦモードにおける表示を説明するための図は上述した第１
の実施の形態の図２と同一であり、更に、シテスムの動作例を示す図は上述した第１の実
施の形態の図５と同一であるから、これら各図を流用して説明する。
【００７７】
本実施の形態は、自動で画像の焦点を調節するオートフォーカス（以下、ＡＦと記述する
）機能を有する一方、電動式も含め、手動で焦点調節を行なうむマニュアルフォーカス（
以下、ＭＦと記述する）機能を有する電子カメラに適用したものである。
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【００７８】
図７は、撮影画像と表示画像との関係を説明するための図である。同図（ａ）、（ｂ）、
（ｃ）は、撮影画像の一例を示し、（ａ）は撮像素子１０８から読み出された状態を示し
、（ｂ）の縮小画像は撮像素子１０８から読み出された画像を所定の倍率で変倍した状態
を示し、（ｃ）は（ｂ）の縮小画像を表示手段であるモニタ１２１上に表示した状態を示
す。
【００７９】
以下、本実施の形態に係る撮像装置の表示動作について説明する。
【００８０】
本実施の形態において上述した第１の実施の形態と異なる点は、信号処理回路１１０に露
出／フォーカス（ＡＥ／ＡＦ）回路を設けたことであり、信号処理回路１１０は、ホワイ
トバランス調整回路、ガンマ補正回路、ＹＣ回路を含み、これらの回路によって処理した
画像データを縮小回路１１１、切り出し回路１１７に出力すると共に、内部に設けられた
輝度信号成分の抽出回路によって抽出した輝度信号成分からＡＥデータ作成手段によって
露出情報であるＡＥデータを得、この得られたＡＥデータをＣＰＵ１００に供給する。ま
た、前記抽出した輝度信号成分をハイパスフィルタと積分器とで構成されるＡＦデータ作
成手段に供給し、ハイパスフィルタを用いて高域成分のみを抽出し、更に、その抽出した
高域成分を積分器を用いて積分して、フォーカス情報であるＡＦデータを得、この得られ
たＡＦデータをＣＰＵ１００に供給する。
【００８１】
次に、本実施の形態に係る撮像装置の表示動作を具体的に説明する。
【００８２】
具体例として、画像サイズの縦横比が４：３、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピク
セルでの画像データを、縮小回路１１１で６４０×４８０に縮小すると共に、ＭＦ時には
、切り出し回路１１７で３２０×２４０の部分画像を切り出し、縮小回路１１１で縮小し
た６４０×４８０の画像データと、切り出し回路１１７で切り出した３２０×２４０の部
分画像とをモニタ１２１に表示する場合について説明する。
【００８３】
撮像レンズ１０６は、フォーカス駆動部１０７によって、その光軸上に沿って移動可能と
され、そして、その光軸上に配設された絞り１２３は、絞り駆動部１２４によって駆動さ
れる。そして、そして、撮像レンズ１０６の光軸上には、撮像素子１０８が配設され、撮
像レンズ１０６を通過した被写体像が、撮像素子１０８の撮像面に結像するようになって
いる。ここで、撮像素子１０６は、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピクセルの画像
データを出力し、モニタ１２１は、水平６４０ピクセル、垂直４８０ピクセルの画像デー
タを表示するものが使用されている。
【００８４】
撮像素子１０８の撮像面に結像した被写体像（図２（ａ）参照）は、この撮像素子１０８
により光電変換されてＣＣＤ信号として順次読み出され、次段のＡ／Ｄ変換器１０９でア
ナログ信号からデジタル信号に変換される。デジタル化された画像信号は信号処理回路１
１０へ入力される。この信号処理回路１１０は、ホワイトバランス調整回路、ガンマ補正
回路、ＹＣ処理回路を含み、これらの回路によって処理した水平１６００ピクセル、垂直
１２００ピクセルの画像データを縮小回路１１１及び切り出し回路１１７に出力する。ま
た、信号処理回路１１０は、全画角のＡＥデータ及びＡＦデータをＣＰＵ１００に供給す
る。
【００８５】
ＣＰＵ１００は、前記ＡＥデータに基づいて絞り制御情報及び蓄積時間を算出して、蓄積
時間（電子シャッター）情報は撮像素子１０８の駆動部に、絞り制御情報は絞り１２３の
駆動回路１２４にそれぞれ供給する。また、ＣＰＵ１００は、ＡＦモードが設定されてい
る場合には（このＡＦモードの設定は、各種スイッチ１２２のうちのスイッチＳ MFによっ
てＭＦモードを設定していない初期状態に相当する）、フォーカス機構の動作に伴って得
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られる前記ＡＦデータに基づいてフォーカス制御情報を生成し、フォーカス駆動部１０７
を駆動し、撮像レンズ１０６を自動的に合焦位置に設定することが可能である。
【００８６】
縮小回路１１１は、モニタ１２１の表示サイズに合わせて画素データの間引き処理、線形
補間処理等によって、水平、垂直方向に画素データを縮小変倍し（図７（ｂ）参照）、こ
の全体縮小画像データをメモリ制御回路１１５に出力する。このメモリ制御回路１１５は
、縮小回路（変倍回路）１１１から入力される表示サイズの画像データを図５（ａ）に示
すＤＲＡＭ１０４上のポインタＰａに順に書き込むことによって、全体縮小画像データ用
のメモリ領域に全体縮小画像データを転送する。
【００８７】
また、メモリ制御回路１１５は、ＤＲＡＭ１０４上の全体縮小画像データを表示位置に合
わせて読み出し、全体縮小画像データを再生回路１２０に出力する。
【００８８】
再生回路１２０は、メモリ制御回路１１５から入力される全体縮小画像データにクロマエ
ンコード処理や帯域補正やコンポジット化等の信号処理を施して、ＴＶ（テレビジョン）
用アナログ信号に変換し、モニタ１２１にビデオ信号を出力する（図７（ｃ）参照）。
【００８９】
ＡＦモードからＭＦモードに切り換えられた時（このＭＦモードの設定は、各種スイッチ
１２２のうちのスイッチＳ MFによって、ＭＦモードに設定された状態に相当する）、ＣＰ
Ｕ１００は、前記ＡＦデータに基づいて行なわれるオートフォーカス制御を停止し、マニ
ュアルフォーカスモードになり、スイッチＳ F1及びスイッチＳ F2を受付可能とする。
【００９０】
スイッチＳ F1は、フォーカス駆動部１０７を駆動し、撮像レンズ１０６を無限遠側に駆動
することを指示するスイッチ、スイッチＳ F2は、フォーカス駆動部１０７を駆動し、撮像
レンズ１０６を至近側に駆動することを指示するスイッチである。
【００９１】
撮像素子１０８の撮像面に結像した被写体像（図２（ａ）参照）は、この撮像素子１０６
により光電変換されてＣＣＤ信号として順次読み出され、次段のＡ／Ｄ変換器１０９でア
ナログ信号からデジタル信号に変換される。デジタル化された画像信号は信号処理回路１
１０へ入力される。この信号処理回路１１０は、ホワイトバランス調整回路、ガンマ補正
回路、ＹＣ処理回路を含み、これらの回路によって処理した水平１６００ピクセル、垂直
１２００ピクセルの画像データを縮小回路１１１及び切り出し回路１１７に出力する。ま
た、信号処理回路１１０は、切り出し回路１１７で切り出される部分画像データのＡＥデ
ータ及びＡＦデータをＣＰＵ１００に供給する。
【００９２】
ＣＰＵ１００は、前記ＡＥデータに基づいて絞り制御情報及び蓄積時間を算出して、蓄積
時間（電子シャッター）情報は撮像素子１０８の駆動部に、絞り制御情報は絞り１２３の
駆動回路１２４にそれぞれ供給する。
【００９３】
従って、切り出し回路１１７で切り出される部分画像データが適正輝度となる。
【００９４】
切り出し回路１１７は、アドレスを発生し、信号処理回路１１０から入力される１コマ全
体、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピクセルの画像信号から、図２（ａ）に示すポ
インタＰ１からＰ２で示された数値内にある部分の画像データを出力する。図２（ａ）に
示すポインタＰ１（水平６４０、垂直４８０）からポインタＰ２（水平９６０、垂直７２
０）で示された数値外にある場合には、画像データを出力せず、水平３２０ピクセル、垂
直２４０ピクセルの部分画像については間引き処理を行なわずに（画素数を減らさずに）
切り出し、その切り出した部分画像を示す画像信号をメモリ制御回路１１５に出力する。
このメモリ制御回路１１５は、切り出し回路１１７から入力される３２０×２４０の部分
画像の画像データを図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上のポインタＰｂに順に書き込むこ
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とによって、切り出した部分画像用のメモリ領域に切り出した部分画像データを転送する
。
【００９５】
メモリ制御回路１１５は、ＤＲＡＭ１０４上の６４０×４８０の全体縮小画像データと切
り出した３２０×２４０の部分画像とを表示位置に合わせて読み出し、全体縮小画像デー
タと切り出した部分画像とを合成し、再生回路１２０に合成画像データとして出力する。
【００９６】
従って、撮影時にスイッチＳ MF操作によってＡＦモードからＭＦモードにフォーカスモー
ドを切り換えると、モニタ１２１には図７（ｃ）に示すように撮影画像が表示された状態
から、図２（ｃ）に示すように全体縮小画像データと、画像の所定の位置を中心にした所
定の切り出された適正輝度の部分画像とが表示される。ユーザは、図２（ｃ）の焦点合わ
せ用画像を見ながら、スイッチＳ F1及びスイッチＳ F2を操作することによって、撮像レン
ズ１０６を被写体に対して前後移動させて焦点合わせを行なうことができる。
【００９７】
尚、焦点合わせ用画像は、撮像信号の所定位置を中心にして切り出された適正輝度画像で
あり、画素数が減らされていないので、記録される画像の焦点状態と同じ状態をユーザが
確認できる。
【００９８】
また、図２（ｃ）の画角合わせ用画像を同時にモニタ１２１に表示するため、ユーザが被
写体を変更しても、被写体に対して全体の画角を確認しながら焦点合わせを行なうことが
できる。
【００９９】
ＭＦモードからＡＦモードに切り換えられた場合（各種スイッチ１２２のスイッチＳ MFが
解除された状態）、ＣＰＵ１００は、切り出し回路１１７、メモリ制御回路１１５の切り
出し回路１１７からの制御を禁止し、メモリ制御回路１１５は、ＤＲＡＭ１０４上の全体
縮小画像データを読み出し、この全体縮小画像データを再生回路１２０に出力し、図７の
状態にする。その後、ＣＰＵ１００は、ＡＦモードに設定される。
【０１００】
尚、本実施の形態では、全体縮小画像データを６４０×４８０とし、切り出し画像を３２
０×２４０としたが、図８に示すように、全体縮小画像データを３２０×２４０とし、切
り出し画像を６４０×４８０としてもよい。
【０１０１】
また、図８と図２とを切り換える構成としてもよい。
【０１０２】
尚、本実施の形態に係るその他の構成及び動作並びに効果は上述した第１の実施の形態と
同一であるから、その説明は省略する。
【０１０３】
（第３の実施の形態）
次に、本発明の第３の実施の形態について図６を参照して説明する。
【０１０４】
尚、本実施の形態に係る撮像装置の基本的なシステム構成は、上述した第１の実施の形態
の図１と同一であり、また、ＭＦモードにおける表示を説明するための図は上述した第１
の実施の形態の図２と同一であり、図６において、上述した第１の実施の形態の図１と同
一部分には同一符号が付してある。更に、シテスムの動作例を示す図は上述した第１の実
施の形態の図５と同一であるから、これら各図を流用して説明する。
【０１０５】
本実施の形態は、自動で画像の焦点を調節するオートフォーカス（以下、ＡＦと記述する
）機能を有する一方、電動式も含め、手動で焦点調節を行なうむマニュアルフォーカス（
以下、ＭＦと記述する）機能を有する電子カメラに適用したものである。
【０１０６】
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図６において図１と異なる点は、縮小回路１１１とメモリ制御回路１１５との間に、縮小
回路１１１で縮小された画像信号の輝度信号成分に所定のゲイン信号処理をする第２信号
処理回路１３０を設けた点と、切り出し回路１１７とメモリ制御回路１１５との間に、切
り出し回路１１７で切り出された画像信号の輝度信号成分に所定のゲイン信号処理をする
第３信号処理回路１３１を設けた点であり、同図において、上述した第１の実施の形態の
図１と同一部分には同一符号が付してある。
【０１０７】
図７は、撮影画像と表示画像との関係を説明するための図である。同図（ａ）、（ｂ）、
（ｃ）は、撮影画像の一例を示し、（ａ）は撮像素子１０８から読み出された状態を示し
、（ｂ）の縮小画像は撮像素子１０８から読み出された画像を所定の倍率で変倍した状態
を示し、（ｃ）は（ｂ）の縮小画像を表示手段であるモニタ１２１上に表示した状態を示
す。
【０１０８】
次に、本実施の形態に係る撮像装置の表示動作を具体的に説明する。
【０１０９】
具体例として、画像サイズの縦横比が４：３、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピク
セルでの画像データを、縮小回路１１１で６４０×４８０に縮小すると共に、ＭＦ時には
、切り出し回路１１７で３２０×２４０の部分画像を切り出し、縮小回路１１１で縮小し
た６４０×４８０の画像データと、切り出し回路１１７で切り出した３２０×２４０の部
分画像とをモニタ１２１に表示する場合について説明する。
【０１１０】
撮像レンズ１０６は、フォーカス駆動部１０７によって、その光軸上に沿って移動可能と
され、そして、その光軸上に配設された絞り１２３は、絞り駆動部１２４によって駆動さ
れる。そして、そして、撮像レンズ１０６の光軸上には、撮像素子１０８が配設され、撮
像レンズ１０６を通過した被写体像が、撮像素子１０８の撮像面に結像するようになって
いる。ここで、撮像素子１０６は、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピクセルの画像
データを出力し、モニタ１２１は、水平６４０ピクセル、垂直４８０ピクセルの画像デー
タを表示するものが使用されている。
【０１１１】
撮像素子１０８の撮像面に結像した被写体像（図２（ａ）参照）は、この撮像素子１０８
により光電変換されてＣＣＤ信号として順次読み出され、次段のＡ／Ｄ変換器１０９でア
ナログ信号からデジタル信号に変換される。デジタル化された画像信号は信号処理回路１
１０へ入力される。この信号処理回路１１０は、ホワイトバランス調整回路、ガンマ補正
回路、ＹＣ処理回路を含み、これらの回路によって処理した水平１６００ピクセル、垂直
１２００ピクセルの画像データを縮小回路１１１及び切り出し回路１１７に出力する。ま
た、信号処理回路１１０は、全画角のＡＥデータ及びＡＦデータをＣＰＵ１００に供給す
る。
【０１１２】
ＣＰＵ１００は、前記全画角のＡＥデータに基づいて絞り制御情報及び蓄積時間を算出し
て、蓄積時間（電子シャッター）情報は撮像素子１０８の駆動部に、絞り制御情報は絞り
１２３の駆動回路１２４にそれぞれ供給する。また、ＣＰＵ１００は、ＡＦモードが設定
されている場合には（このＡＦモードの設定は、各種スイッチ１２２のうちのスイッチＳ
MFによってＭＦモードを設定していない初期状態に相当する）、フォーカス機構の動作に
伴って得られる前記ＡＦデータに基づいてフォーカス制御情報を生成し、フォーカス駆動
部１０７を駆動し、撮像レンズ１０６を自動的に合焦位置に設定することが可能である。
【０１１３】
縮小回路１１１は、モニタ１２１の表示サイズに合わせて画素データの間引き処理、線形
補間処理等によって、水平、垂直方向に画素データを縮小変倍し（図７（ｂ）参照）、こ
の全体縮小画像データを第２信号処理回路１３０に出力する。この第２信号処理回路１３
０は、縮小回路１１１から入力される表示サイズ６４０×４８０の画像データに処理をせ
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ずに、メモリ制御回路１１５に出力する。このメモリ制御回路１１５は、第２信号処理回
路１３０から入力される表示サイズの画像データを図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上の
ポインタＰａに順に書き込むことによって、全体縮小画像データ用のメモリ領域に全体縮
小画像データを転送する。メモリ制御回路１１５は、ＤＲＡＭ１０４上の全体縮小画像デ
ータを表示位置に合わせて読み出し、全体縮小画像データを再生回路１２０に出力する。
【０１１４】
再生回路１２０は、メモリ制御回路１１５から入力される全体縮小画像データにクロマエ
ンコード処理や帯域補正やコンポジット化等の信号処理を施して、ＴＶ（テレビジョン）
用アナログ信号に変換し、モニタ１２１にビデオ信号を出力する（図７（ｃ）参照）。
【０１１５】
ＡＦモードからＭＦモードに切り換えられた時（このＭＦモードの設定は、各種スイッチ
１２２のうちのスイッチＳ MFによって、ＭＦモードに設定された状態に相当する）、ＣＰ
Ｕ１００は、前記ＡＦデータに基づいて行なわれるオートフォーカス制御を停止し、マニ
ュアルフォーカスモードになり、スイッチＳ F1及びスイッチＳ F2を受付可能とする。
【０１１６】
スイッチＳ F1は、フォーカス駆動部１０７を駆動し、撮像レンズ１０６を無限遠側に駆動
することを指示するスイッチ、スイッチＳ F2は、フォーカス駆動部１０７を駆動し、撮像
レンズ１０６を至近側に駆動することを指示するスイッチである。
【０１１７】
撮像素子１０８の撮像面に結像した被写体像（図２（ａ）参照）は、この撮像素子１０６
により光電変換されてＣＣＤ信号として順次読み出され、次段のＡ／Ｄ変換器１０９でア
ナログ信号からデジタル信号に変換される。デジタル化された画像信号は信号処理回路１
１０へ入力される。この信号処理回路１１０は、ホワイトバランス調整回路、ガンマ補正
回路、ＹＣ処理回路を含み、これらの回路によって処理した水平１６００ピクセル、垂直
１２００ピクセルの画像データを縮小回路１１１及び切り出し回路１１７に出力する。ま
た、信号処理回路１１０は、全画角のＡＥデータと切り出し回路１１７で切り出される部
分画像データのＡＥデータ及びＡＦデータをＣＰＵ１００に供給する。
【０１１８】
ＣＰＵ１００は、前記部分画像データのＡＥデータに基づいて絞り制御情報及び蓄積時間
を算出して、蓄積時間（電子シャッター）情報は撮像素子１０８の駆動部に、絞り制御情
報は絞り１２３の駆動回路１２４にそれぞれ供給する。また、前記部分画像データのＡＥ
データによる露光補正量と全画角のＡＥデータに基づいて輝度補正値を算出して、第２処
理信号回路１３０に輝度補正値を供給する。
【０１１９】
従って、切り出し回路１１７で切り出される部分画像データが露光量が制御され適正輝度
となる。
【０１２０】
また、第２信号処理回路１３０は、縮小回路１１１から入力される表示サイズ６４０×４
８０の全体縮小画像データに、ＣＰＵ１００から入力された輝度補正値を乗算するゲイン
処理などを行い、メモリ制御回路１１５に出力する。
【０１２１】
従って、縮小回路１１１から出力される全体縮小画像データが輝度補正され適正輝度とな
る。
【０１２２】
切り出し回路１１７は、アドレスを発生し、信号処理回路１１０から入力される１コマ全
体、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピクセルの画像信号から、図２（ａ）に示すポ
インタＰ１からＰ２で示された数値内にある部分の画像データを出力する。図２（ａ）に
示すポインタＰ１（水平６４０、垂直４８０）からポインタＰ２（水平９６０、垂直７２
０）で示された数値外にある場合には、画像データを出力せず、水平３２０ピクセル、垂
直２４０ピクセルの部分画像については間引き処理を行なわずに（画素数を減らさずに）
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切り出し、その切り出した部分画像を示す画像信号を第３信号処理回路１３１に出力する
。
【０１２３】
この第３信号処理回路１３１は、切り出し回路１１７から入力される３２０×２４０の部
分画像の画像データを処理をせずに、メモリ制御回路１１５に出力する。このメモリ制御
回路１１５は、第３信号処理回路１３１から入力される３２０×２４０の部分画像の画像
データを図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上のポインタＰｂに順に書き込むことによって
、切り出した部分画像用のメモリ領域に切り出した部分画像データを転送する。
【０１２４】
メモリ制御回路１１５は、ＤＲＡＭ１０４上の６４０×４８０の全体縮小画像データと切
り出した３２０×２４０の部分画像とを表示位置に合わせて読み出し、全体縮小画像デー
タと切り出した部分画像とを合成し、再生回路１２０に合成画像データとして出力する。
【０１２５】
従って、撮影時にスイッチＳ MF操作によってＡＦモードからＭＦモードにフォーカスモー
ドを切り換えると、モニタ１２１には図７（ｃ）に示すように撮影画像が表示された状態
から、図２（ｃ）に示すように全体縮小画像データと、画像の所定の位置を中心にした所
定の切り出された部分画像とが共に適正輝度で表示される。ユーザは、図２（ｃ）の焦点
合わせ用画像を見ながら、スイッチＳ F1及びスイッチＳ F2を操作することによって、撮像
レンズ１０６を被写体に対して前後移動させて焦点合わせを行なうことができる。
【０１２６】
尚、焦点合わせ用画像は、撮像信号の所定位置を中心にして切り出された適正輝度画像で
あり、画素数が減らされていないので、記録される画像の焦点状態と同じ状態をユーザが
確認できる。
【０１２７】
また、図２（ｃ）のが画角合わせ用画像も適正輝度画像で同時にモニタ１２１に表示する
ため、ユーザが被写体を変更しても、被写体に対して全体の画角を確認しながら焦点合わ
せを行なうことができる。
【０１２８】
ＭＦモードからＡＦモードに切り換えられた場合（各種スイッチ１２２のスイッチＳ MFが
解除された状態）、ＣＰＵ１００は、切り出し回路１１７、メモリ制御回路１１５の切り
出し回路１１７からの制御を禁止し、切り出し回路１１７は、ＤＲＡＭ１０４上の全体縮
小画像データを読み出し、この全体縮小画像データを再生回路１２０に出力し、図７の状
態にする。その後、ＣＰＵ１００は、ＡＦモードに設定される。
【０１２９】
尚、本実施の形態では、全体縮小画像データを６４０×４８０とし、切り出し画像を３２
０×２４０としたが、図８に示すように、全体縮小画像データを３２０×２４０とし、切
り出し画像を６４０×４８０としてもよい。
【０１３０】
また、図８と図２とを切り換える構成としてもよい。
【０１３１】
尚、本実施の形態に係るその他の構成及び動作並びに効果は上述した第１の実施の形態と
同一であるから、その説明は省略する。
【０１３２】
（第４の実施の形態）
次に、本発明の第４の実施の形態について図６を参照して説明する。
【０１３３】
尚、本実施の形態に係る撮像装置の基本的なシステム構成は、上述した第３の実施の形態
の図６と同一であり、また、ＭＦモードにおける表示を説明するための図は上述した第１
の実施の形態の図２と同一であり、更に、シテスムの動作例を示す図は上述した第１の実
施の形態の図５と同一であるから、これら各図を流用して説明する。

10

20

30

40

50

(13) JP 3937924 B2 2007.6.27



【０１３４】
本実施の形態は、自動で画像の焦点を調節するオートフォーカス（以下、ＡＦと記述する
）機能を有する一方、電動式も含め、手動で焦点調節を行なうむマニュアルフォーカス（
以下、ＭＦと記述する）機能を有する電子カメラに適用したものである。
【０１３５】
以下、本実施の形態に係る撮像装置の表示動作について説明する。
【０１３６】
具体例として、画像サイズの縦横比が４：３、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピク
セルでの画像データを、縮小回路（変倍回路）１１１で６４０×４８０に縮小すると共に
、ＭＦ時には、切り出し回路１１７で３２０×２４０の部分画像を切り出し、縮小回路１
１１で縮小した６４０×４８０の画像データと、切り出し回路１１７で切り出した３２０
×２４０の部分画像とをモニタ１２１に表示する場合について説明する。
【０１３７】
撮像レンズ１０６は、フォーカス駆動部１０７によって、その光軸上に沿って移動可能と
され、その光軸上に配設された絞り１２３は、絞り駆動部１２４によって駆動される。そ
して、撮像レンズ１０６の光軸上には、撮像素子１０８が配設され、撮像レンズ１０６を
通過した被写体像が、撮像素子１０８の撮像面に結像するようになっている。ここで、撮
像素子１０６は、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピクセルの画像データを出力し、
モニタ１２１は、水平６４０ピクセル、垂直４８０ピクセルの画像データを表示するもの
が使用されている。
【０１３８】
撮像素子１０８の撮像面に結像した被写体像（図２（ａ）参照）は、この撮像素子１０８
により光電変換されてＣＣＤ信号として順次読み出され、次段のＡ／Ｄ変換器１０９でア
ナログ信号からデジタル信号に変換される。デジタル化された画像信号は信号処理回路１
１０へ入力される。この信号処理回路１１０は、ホワイトバランス調整回路、ガンマ補正
回路、ＹＣ処理回路を含み、これらの回路によって処理した水平１６００ピクセル、垂直
１２００ピクセルの画像データを縮小回路１１１及び切り出し回路１１７に出力する。ま
た、信号処理回路１１０は、全画角のＡＥデータと切り出し回路１１７で切り出される部
分画像データのＡＥデータ及びＡＦデータをＣＰＵ１００に供給する。
【０１３９】
ＣＰＵ１００は、前記全画角のＡＥデータに基づいて絞り制御情報及び蓄積時間を算出し
て、蓄積時間（電子シャッター）は撮像素子１０８の駆動回路に、絞り制御情報は絞り１
２３の駆動回路１２４にそれぞれ供給する。また、前記全画角のＡＥデータによる露光補
正量と部分画像データのＡＥデータに基づいて輝度補正値を算出して、第３処理信号回路
１３１に輝度補正値を供給する。
【０１４０】
従って、露光量が制御され信号処理回路１１０で出力される全画角の画像データが適正輝
度となる。
【０１４１】
縮小回路１１１は、モニタ１２１の表示サイズである水平６４０ピクセル、垂直４８０ピ
クセルに合わせて画素データの間引き処理などを行い、水平、垂直方向に２／５（６４０
×４８０）に縮小された全体縮小画像データを第２信号処理回路１３０に出力する。この
第２信号処理回路１３０は、縮小回路１１１から入力される表示サイズ６４０×４８０の
画像データを処理をせずに、メモリ制御回路１１５に出力する。このメモリ制御回路１１
５は、第２信号処理回路１３０から入力される表示サイズ６４０×４８０の画像データを
図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上のポインタＰａに順に書き込むことによって、全体縮
小画像データ用のメモリ領域に全体縮小画像データを転送する。
【０１４２】
切り出し回路１１７は、アドレスを発生し、信号処理回路１１０から入力される１コマ全
体、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピクセルの画像信号から、図２（ａ）に示すポ
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インタＰ１からＰ２で示された数値内にある部分の画像データを出力し、ポインタＰ１（
水平６４０、垂直４８０）からポインタＰ２（水平９６０、垂直７２０）で示された数値
外にある場合には、画像データを出力せず、水平３２０ピクセル、垂直２４０ピクセルの
部分画像については画素数を減らさずに切り出し、その切り出した部分画像を示す画像信
号を第３信号処理回路１３１に出力する。
【０１４３】
この第３信号処理回路１３１は、切り出し回路１１７から入力される３２０×２４０の部
分画像の画像データに、前記ＣＰＵ１００から供給された輝度補正値でゲイン処理などを
行い、メモリ制御回路１１５に出力する。
【０１４４】
従って、部分画像が輝度補正され第３信号処理回路１３１で出力される画像データが適正
輝度となる。
【０１４５】
メモリ制御回路１１５は、第３信号処理回路１３１から入力される３２０×２４０の部分
画像の画像データを図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上のポインタＰｂに順に書き込むこ
とによって、切り出した部分画像用のメモリ領域に切り出した部分画像データを転送する
。
【０１４６】
メモリ制御回路１１５は、ＤＲＡＭ１０４上の６４０×４８０の全体縮小画像データと切
り出した３２０×２４０の部分画像とを表示位置に合わせて読み出し、全体縮小画像デー
タと切り出した部分画像とを合成し、再生回路１２０に合成画像データとして出力する。
【０１４７】
スイッチＳ RECは、撮影画像の記録を指示するスイッチであり、このスイッチＳ RECをオン
すると、ＣＰＵ１００は、新たに図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１１４上のポインタＰｃにＪ
ＰＥＧデータ用のメモリ領域を確保する。そして、撮像素子１０８により撮像されたデー
タは、Ａ／Ｄ変換器１０９によりデジタル信号に変換される。デジタル化された画像信号
は、信号処理回路１１０、縮小回路１１１、切り出し回路１１７に１６００×１２００の
画像データとして出力される。縮小回路１１１は、水平、垂直方向に２／５の画素データ
量の割合となるようにに画素データの間引き処理を行なうことによって縮小し、６４０×
４８０の全体縮小画像データを第２信号処理回路１３０に出力される。
【０１４８】
第２信号処理回路１３０は、縮小回路１１１から入力された６４０×４８０の全体縮小画
像データに処理を施さずにメモリ制御回路１１５に出力すると共に、ラスタブロック変換
回路１１２に出力する。このラスタブロック変換回路１１２は、ラスタブロック変換用の
バッファメモリ１１３によりラスタデータをブロックスキャンデータに変換し、圧縮回路
１１４に出力する。この圧縮回路１１４は、ブロック単位でＪＰＥＧデータに圧縮し、Ｊ
ＰＥＧデータをメモリ制御回路１１５に出力する。メモリ制御回路１１５は、圧縮回路１
１４から入力されるＪＰＥＧデータを図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上のポインタＰｃ
に順に書き込むことによって、ＪＰＥＧデータ用のメモリ領域にＪＰＥＧデータを転送す
る。そして、ＣＰＵ１００は、図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上のポインタＰｃからＪ
ＰＥＧデータを読み出し、記憶媒体１０２にＪＰＥＧファイルとして書き込む。
【０１４９】
前記同様に切り出し回路１１７は、信号処理回路１１０から入力される１６００×１２０
０の画像データから３２０×２４０の部分画像を切り出して、第３信号処理回路１３１に
出力する。
【０１５０】
第３信号処理回路１３１は、切り出し回路１１７から入力される３２０×２４０の部分画
像の画像データの輝度情報に輝度補正を行い、３２０×２４０の部分画像の画像データを
適正輝度にして、メモリ制御回路１１５に出力する。このメモリ制御回路１１５は、部分
画像の画像データを図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上のポイタンＰｂに転送する。メモ
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リ制御回路１１５は、ＤＲＡＭ１０４上の６４０×４８０の全体縮小画像データと切り出
し回路１１７により切り出した３２０×２４０の部分画像とを表示位置に合わせて読み出
し、全体縮小画像データと切り出し回路１１７により切り出した部分画像とを合成し、再
生回路１２０に合成画像データとして出力する。
【０１５１】
尚、本実施の形態に係るその他の構成及び動作並びに効果は、上述した第１の実施の形態
と同一であるから、その説明は省略する。
【０１５２】
（第５の実施の形態）
次に、本発明の第５の実施の形態について図６を参照して説明する。
【０１５３】
尚、本実施の形態に係る撮像装置の基本的なシステム構成は、上述した第３の実施の形態
の図６と同一であり、また、ＭＦモードにおける表示を説明するための図は上述した第１
の実施の形態の図２と同一であり、更に、シテスムの動作例を示す図は上述した第３の実
施の形態の図５と同一であるから、これら各図を流用して説明する。
【０１５４】
本実施の形態は、自動で画像の焦点を調節するオートフォーカス（以下、ＡＦと記述する
）機能を有する一方、電動式も含め、手動で焦点調節を行なうむマニュアルフォーカス（
以下、ＭＦと記述する）機能を有する電子カメラに適用したものである。
【０１５５】
以下、本実施の形態に係る撮像装置の表示動作について説明する。
【０１５６】
具体例として、画像サイズの縦横比が４：３、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピク
セルの画像データを、縮小回路（変倍回路）１１１で６４０×４８０に縮小すると共に、
ＭＦ時には、切り出し回路１１７で３２０×２４０の部分画像を切り出し、縮小回路１１
１で縮小した６４０×４８０の画像データと、切り出し回路１１７で切り出した３２０×
２４０の部分画像とをモニタ１２１に表示する場合について説明する。
【０１５７】
撮像レンズ１０６は、フォーカス駆動部１０７によって、その光軸上に沿って移動可能と
され、そして、その光軸上に配設された絞り１２３は、絞り駆動部１２４によって駆動さ
れる。撮像レンズ１０６の光軸上には、撮像素子１０８が配設され、撮像レンズ１０６を
通過した被写体像が、撮像素子１０８の撮像面に結像するようになっている。ここで、撮
像素子１０６は、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピクセルの画像データを出力し、
モニタ１２１は、水平６４０ピクセル、垂直４８０ピクセルの画像データを表示するもの
が使用されている。
【０１５８】
撮像素子１０８の撮像面に結像した被写体像（図２（ａ）参照）は、この撮像素子１０８
により光電変換されてＣＣＤ信号として順次読み出され、次段のＡ／Ｄ変換器１０９でア
ナログ信号からデジタル信号に変換される。デジタル化された画像信号は信号処理回路１
１０へ入力される。この信号処理回路１１０は、ホワイトバランス調整回路、ガンマ補正
回路、ＹＣ処理回路を含み、これらの回路によって処理した水平１６００ピクセル、垂直
１２００ピクセルの画像データを縮小回路１１１及び切り出し回路１１７に出力する。ま
た、信号処理回路１１０は、全画角のＡＥデータと切り出し回路１１７で切り出される部
分画像データのＡＥデータ及びＡＦデータをＣＰＵ１００に供給する。
【０１５９】
ＣＰＵ１００は、前記全画角のＡＥデータに基づいて絞り制御情報及び蓄積時間（電子シ
ャッター）である露光補正量を算出する。次にＣＰＵ１００は、前記全画角のＡＥデータ
による露光補正量と部分画像データのＡＥデータに基づいて輝度補正値を算出する。
【０１６０】
次にＣＰＵ１００は、前記輝度補正値が補正可能な値かを判定し、補正可能な値であれば
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、蓄積時間（電子シャッター）情報は撮像素子１０８の駆動部に、絞り制御情報は絞り１
２３の駆動回路１２４にそれぞれ供給する。また、前記輝度補正値を第２処理信号回路１
３０に供給する。
【０１６１】
従って、切り出し回路１１７で切り出される部分画像データが露光量が制御され適正輝度
となる。
【０１６２】
また、前記輝度補正値が補正可能な値で無い場合、ＣＰＵ１００は、前記輝度補正値が補
正可能な値になるよう前記露光補正量を補正し、その露光補正量を撮像素子１０８の蓄積
時間（電子シャッター）及び駆動回路１２４に供給する。
【０１６３】
また、ＣＰＵ１００は、前記露光補正量と全画角のＡＥデータに基づいて輝度補正演算を
算出して、第２処理信号回路１３０に輝度補正値を供給する。
【０１６４】
また、ＣＰＵ１００は、前記露光補正量と部分画像データのＡＥデータに基づいて輝度補
正値を算出して、第３処理信号回路１３１に輝度補正値を供給する。
【０１６５】
従って、切り出し回路１１７で切り出される部分画像データが露光量が制御され適正輝度
とはならない。
【０１６６】
縮小回路１１１は、モニタ１２１の表示サイズである水平６４０ピクセル、垂直４８０ピ
クセルに合わせて画素データの間引き処理などを行い、水平、垂直方向に２／５（６４０
×４８０）に縮小された全体縮小画像データを第２信号処理回路１３０に出力する。
【０１６７】
この第２信号処理回路１３０は、縮小回路１１１から入力される表示サイズ６４０×４８
０の全体縮小画像データに、ＣＰＵ１００から入力された輝度補正値を乗算するゲイン処
理などを行い、メモリ制御回路１１５に出力する。
【０１６８】
従って、縮小回路１１１から出力される全体縮小画像データが輝度補正され適正輝度とな
る。
【０１６９】
メモリ制御回路１１５は、第２信号処理回路１３０から入力される表示サイズ６４０×４
８０の画像データを図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上のポインタＰａに順に書き込むこ
とによって、全体縮小画像データ用のメモリ領域に全体縮小画像データを転送する。
【０１７０】
切り出し回路１１７は、アドレスを発生し、信号処理回路１１０から入力される１コマ全
体、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピクセルの画像信号から、図２（ａ）に示すポ
インタＰ１からＰ２で示された数値内にある部分の画像データを出力し、ポインタＰ１（
水平６４０、垂直４８０）からポインタＰ２（水平９６０、垂直７２０）で示された数値
外にある場合には、画像データを出力せず、水平３２０ピクセル、垂直２４０ピクセルの
部分画像については画素数を減らさずに切り出し、その切り出した部分画像を示す画像信
号を第３信号処理回路１３１に出力する。
【０１７１】
この第３信号処理回路１３１は、切り出し回路１１７から入力される３２０×２４０の部
分画像の画像データに、前記ＣＰＵ１００から供給された輝度補正値でゲイン処理などを
行い、メモリ制御回路１１５に出力する。
【０１７２】
従って、部分画像が輝度補正され第３信号処理回路１３１で出力される画像データが適正
輝度となる。
【０１７３】
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メモリ制御回路１１５は、第３信号処理回路１３１から入力される３２０×２４０の部分
画像の画像データを図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上のポインタＰｂに順に書き込むこ
とによって、切り出した部分画像用のメモリ領域に切り出した部分画像データを転送する
。
【０１７４】
メモリ制御回路１１５は、ＤＲＡＭ１０４上の６４０×４８０の全体縮小画像データと切
り出した３２０×２４０の部分画像とを表示位置に合わせて読み出し、全体縮小画像デー
タと切り出した部分画像とを合成し、再生回路１２０に合成画像データとして出力する。
【０１７５】
尚、本実施の形態に係るその他の構成及び動作並びに効果は、上述した第１の実施の形態
と同一であるから、その説明は省略する。
【０１７６】
（第６の実施の形態）
次に、本発明の第６の実施の形態について図６を参照して説明する。
【０１７７】
尚、本実施の形態に係る撮像装置の基本的なシステム構成は、上述した第３の実施の形態
の図６と同一であり、また、ＭＦモードにおける表示を説明するための図は上述した第１
の実施の形態の図２と同一であり、更に、シテスムの動作例を示す図は上述した第３の実
施の形態の図５と同一であるから、これら各図を流用して説明する。
【０１７８】
本実施の形態は、自動で画像の焦点を調節するオートフォーカス（以下、ＡＦと記述する
）機能を有する一方、電動式も含め、手動で焦点調節を行なうむマニュアルフォーカス（
以下、ＭＦと記述する）機能を有する電子カメラに適用したものである。
【０１７９】
以下、本実施の形態に係る撮像装置の表示動作について説明する。
【０１８０】
具体例として、画像サイズの縦横比が４：３、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピク
セルでの画像データを、縮小回路（変倍回路）１１１で６４０×４８０に縮小すると共に
、ＭＦ時には、切り出し回路１１７で３２０×２４０の部分画像を切り出し、縮小回路１
１１で縮小した６４０×４８０の画像データと、切り出し回路１１７で切り出した３２０
×２４０の部分画像とをモニタ１２１に表示する場合について説明する。
【０１８１】
撮像レンズ１０６は、フォーカス駆動部１０７によって、その光軸上に沿って移動可能と
され、そして、その光軸上に配設された絞り１２３は、絞り駆動部１２４によって駆動さ
れる。撮像レンズ１０６の光軸上には、撮像素子１０８が配設され、撮像レンズ１０６を
通過した被写体像が、撮像素子１０８の撮像面に結像するようになっている。ここで、撮
像素子１０６は、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピクセルの画像データを出力し、
モニタ１２１は、水平６４０ピクセル、垂直４８０ピクセルの画像データを表示するもの
が使用されている。
【０１８２】
撮像素子１０８の撮像面に結像した被写体像（図２（ａ）参照）は、この撮像素子１０８
により光電変換されてＣＣＤ信号として順次読み出され、次段のＡ／Ｄ変換器１０９でア
ナログ信号からデジタル信号に変換される。デジタル化された画像信号は信号処理回路１
１０へ入力される。この信号処理回路１１０は、ホワイトバランス調整回路、ガンマ補正
回路、ＹＣ処理回路を含み、これらの回路によって処理した水平１６００ピクセル、垂直
１２００ピクセルの画像データを縮小回路１１１及び切り出し回路１１７に出力する。ま
た、信号処理回路１１０は、全画角のＡＥデータと切り出し回路１１７で切り出される部
分画像データのＡＥデータ及びＡＦデータをＣＰＵ１００に供給する。
【０１８３】
ＣＰＵ１００は、前記部分画像データのＡＥデータに基づいて絞り制御情報及び蓄積時間
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を算出して、蓄積時間（電子シャッター）情報は撮像素子１０８の駆動部に、絞り制御情
報は絞り１２３の駆動回路１２４にそれぞれ供給する。また、前記部分画像データのＡＥ
データによる露光補正量と全画角のＡＥデータに基づいて、全画角の画像が部分画像より
輝度値が低くなるように輝度補正値を算出して、第２処理信号回路１３０に輝度補正値を
供給する。
【０１８４】
従って、切り出し回路１１７で切り出される部分画像データの露光量が制御され適正輝度
となる。
【０１８５】
また、第２信号処理回路１３０は、縮小回路１１１から入力される表示サイズ６４０×４
８０の全体縮小画像データに、ＣＰＵ１００から入力された輝度補正値を乗算するゲイン
処理などを行い、メモリ制御回路１１５に出力する。
【０１８６】
従って、縮小回路１１１から出力される全体縮小画像データが輝度補正され適正輝度以下
となる。
【０１８７】
切り出し回路１１７は、アドレスを発生し、信号処理回路１１０から入力される１コマ全
体、水平１６００ピクセル、垂直１２００ピクセルの画像信号から、図２（ａ）に示すポ
インタＰ１からＰ２で示された数値内にある部分の画像データを出力し、ポインタＰ１（
水平６４０、垂直４８０）からポインタＰ２（水平９６０、垂直７２０）で示された数値
外にある場合には、画像データを出力せず、水平３２０ピクセル、垂直２４０ピクセルの
部分画像については画素数を減らさずに切り出し、その切り出した部分画像を示す画像信
号を第３信号処理回路１３１に出力する。
【０１８８】
この第３信号処理回路１３１は、切り出し回路１１７から入力される３２０×２４０の部
分画像の画像データを処理をせずに、メモリ制御回路１１５に出力する。
【０１８９】
このメモリ制御回路１１５は、第３信号処理回路１３１から入力される３２０×２４０の
部分画像の画像データを図５（ａ）に示すＤＲＡＭ１０４上のポインタＰｂに順に書き込
むことによって、切り出した部分画像用のメモリ領域に切り出した部分画像データを転送
する。
【０１９０】
メモリ制御回路１１５は、ＤＲＡＭ１０４上の６４０×４８０の全体縮小画像データと切
り出した３２０×２４０の部分画像とを表示位置に合わせて読み出し、全体縮小画像デー
タと切り出した部分画像とを合成し、再生回路１２０に合成画像データとして出力する。
【０１９１】
本実施の形態に係るその他の構成及び動作並びに効果は、上述した第１の実施の形態と同
一であるから、その説明は省略する。
【０１９２】
なお、本発明はその主旨を逸脱しない範囲で、上記実施形態を修正又は変形したものに適
用可能である。
【０１９３】
例えば、ファインダー内の中央領域を含む複数の領域に対応した被写体距離を別々に測距
可能な測距手段をさらに設け、自動で焦点調整部材を動作させることによって焦点合わせ
を行なうような多点測距のオートフォーカス機能を備えるようにしても良い。
【０１９４】
また、撮像装置にマクロ機能を持たせるようにしても良い。
【０１９５】
また、撮像レンズ系に、実際に撮像される画像の焦点状態を確認するために、絞りを絞り
込ませる機能を持たせても良い。
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【０１９６】
また、上記の実施形態では、撮像素子の電子シャッター機能を用いる例について説明した
が、機械的なシャッターを備える構成にしても良い。
【０１９７】
また、オートフォーカス機能を用いる場合に、その焦点調整終了後に間引いた画像と切り
出した画像を合成して表示するようにしても良い。
【０１９８】
また、焦点が合っているか否かを検出する検出手段をさらに設け、焦点が合っていること
を検出した場合に、画像表示部に対して間引いた画像と切り出した画像を合成して表示す
る指示信号を出力するようにしても良い。
【０１９９】
その場合、その検出手段が焦点が合っていないことを検出した場合に、画像表示部に対し
て間引いた画像と切り出した画像の合成表示を解除する指示信号を出力すると共に、間引
いた画像が適正輝度になるように露出制御するようにしても良い。
【０２００】
また、多点測距の場合に、焦点調整終了後に複数の測距領域のうち焦点が合っている領域
に対応する切り出した画像と間引いた画像を合成して表示するようにしても良い。
【０２０１】
また、焦点調整部材が操作されているか否かを検出する検出手段をさらに設け、焦点調整
部材が操作されていることを検出した場合に、画像表示部に対して間引いた画像と切り出
した画像を合成して表示する指示信号を出力するようにしても良い。
【０２０２】
その場合、その検出手段が焦点調整部材が操作されていないことを検出した場合に、画像
表示部に対して間引いた画像と切り出した画像の合成表示を解除する指示信号を出力する
と共に、間引いた画像が適正輝度になるよう露出制御するようにしても良い。
【０２０３】
また、その検出手段が焦点調整部材が操作されていないことを検出した場合に、所定時間
経過後に画像表示部に対して間引いた画像と切り出した画像の合成表示を解除する指示信
号を出力すると共に、間引いた画像が適正輝度になるよう露出制御するようにしても良い
。
【０２０４】
また、マクロ撮影に切り換えるマクロスイッチをさらに設け、マクロ撮影終了後に間引い
た画像と切り出した画像を合成して表示するようにしても良い。
【０２０５】
その場合、マクロスイッチは、マクロ撮影を解除した場合、画像表示部に対して間引いた
画像と切り出した画像の合成表示を解除する指示信号を出力すると共に、間引いた画像が
適正輝度になるよう露出制御するようにしても良い。
【０２０６】
また、絞り込みモードに切り換える絞り込み切り換え手段をさらに設け、絞り込みモード
に切り換えた場合、画像表示部に対して間引いた画像と切り出した画像を合成表示する指
示信号を出力するようにしても良い。
【０２０７】
また、絞り込み切り換え手段は、絞り込みモードを解除した場合、画像表示部に対して間
引いた画像と切り出した画像の合成表示を解除する指示信号を出力すると共に、間引いた
画像が適正輝度になるよう露出制御するようにしても良い。
【０２０８】
【他の実施形態】
また、各実施形態の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラ
ムコードを記録した記憶媒体（または記録媒体）を、システムあるいは装置に供給し、そ
のシステムあるいは装置のコンピュータ（または CPUや MPU）が記憶媒体に格納されたプロ
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グラムコードを読み出し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。こ
の場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実
現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することに
なる。また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述し
た実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コン
ピュータ上で稼働しているオペレーティングシステム（ OS）などが実際の処理の一部また
は全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれるこ
とは言うまでもない。
【０２０９】
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張カードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた後
、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張カードや機能拡張ユニットに備わ
る CPUなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の
機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０２１０】
本発明を上記記憶媒体に適用する場合、その記憶媒体には、先に説明した手順に対応する
プログラムコードが格納されることになる。
【０２１１】
以上詳述したように上記の実施形態の撮像方法及び装置によれば、輝度差の大きい被写体
でも、画素数の多い固体撮像素子で撮像される画像の焦点状態を画素数の少ない画像表示
手段で確認することができ、また、タイミング差のない全画面と焦点合わせ用の画面とを
確認しながらマニュアルで焦点合わせを精度よく行なうことができ、更に、回路規模の増
加もなく、合成表示状態でも消費電力の増加及びメモリ構成を最小に抑えることが可能で
ある。
【０２１２】
更に、第３の実施の形態においては、焦点合わせのエリアが光学的に適正露出になると共
に、画角確認用の画像も適正輝度となり、静止画撮影時の焦点合わせに効果がある。
【０２１３】
更に、第４の実施の形態においては、記録画像（画角確認用）が光学的に適正露出になる
と共に、焦点合わせのエリアが適正輝度となり、動画撮影時の焦点合わせに効果がある。
【０２１４】
更に、第５の実施の形態においては、輝度補正（電気的）範囲を超えた場合の静止画撮影
時の焦点合わせに効果がある。
【０２１５】
更に、第６の実施の形態においては、画角確認用の画像を適正輝度以下にすることにより
、焦点合わせの演出効果をより高めることができる。
【０２１６】
また、上記の実施形態の記憶媒体によれば、上述した撮像装置を円滑に制御することがで
きる。
【０２１７】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、簡単な構成で素早く確実に合焦状態を確認できる
ようにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る撮像装置のシステム構成を示すブロック図であ
る。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係る撮像装置におけるＭＦモード時の表示動作を説
明するための図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係る撮像装置における二次元データ転送の概念図で
ある。
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【図４】本発明の第１の実施の形態に係る撮像装置における二次元データ転送の動作の流
れを示すフローチャートである。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係る撮像装置におけるシステム動作の一例を示す図
である。
【図６】本発明の第３の実施の形態に係る撮像装置のシステム構成を示すブロック図であ
る。
【図７】本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置におけるＡＦモード時の表示動作を説
明するための図である。
【図８】本発明の第２の実施の形態に係る撮像装置におけるＭＦモード時の表示動作を説
明するための図である。
【符号の説明】
１００　ＣＰＵ
１０１　インターフェース（Ｉ／Ｆ）
１０２　記録媒体
１０３　インターフェース（Ｉ／Ｆ）
１０４　ＤＲＡＭ
１０５　システムコントローラ
１０６　撮像レンズ
１０７　フォーカス駆動部
１０８　撮像素子（ＣＣＤ）
１０９　Ａ／Ｄ変換器
１１０　信号処理回路
１１１　縮小回路
１１２　ラスタブロック変換回路
１１３　バッファメモリ
１１４　圧縮回路
１１５　メモリ制御回路
１２０　再生回路
１２１　モニタ
１２２　各種スイッチ
１２３　絞り
１２４　絞り駆動回路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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